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行
わ
れ
た
平
成
17
年
の
制
度
改

正
以
前
か
ら
、
介
護
予
防
・
地
域

支
え
合
い
事
業
な
ど
を
活
用
し
、

介
護
予
防
と
高
齢
者
の
社
会
参

加
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
。

　

厚
労
省
の
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
行
わ
れ
た
高
齢
者
の
筋
力
向

上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
に
も
参

加
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
も

行
い
、
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く

り
も
手
掛
け
、「
高
齢
者
の
自

立
支
援
と
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
を
継
続
し
て
き
ま
し

　

奈
良
県
生
駒
市
は
昭
和
40
年

代
に
開
発
が
進
み
、
市
に
な
っ

た
。
団
塊
の
世
代
が
多
く
、
こ

れ
か
ら
急
速
に
高
齢
化
が
進
む

見
通
し
だ
。
今
年
４
月
１
日
現

在
の
人
口
は
12
万
１
０
３
１

人
、
高
齢
化
率
22
・
７
％
、
認

定
率
15
・
７
で
あ
る
。

　

同
市
は
、
予
防
給
付
の
見
直

し
と
地
域
支
援
事
業
の
導
入
が

た
」
と
、
予
防
推
進
係
長
の
田

中
明
美
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

日
常
生
活
圏
域
は
10
圏
域
を

設
定
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
全
て
委
託
で
６
カ
所
設

置
。
今
回
の
介
護
予
防
強
化
推

進
事
業
（
予
防
モ
デ
ル
事
業
）

は
３
圏
域
、
３
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
て
い
る
。
事
業
の
流
れ

は
図
の
通
り
で
、
３
カ
月
を
１

ク
ー
ル
と
し
て
取
り
組
む
。

　

特
徴
的
な
の
は
、
対
象
者
の

心
身
の
状
況
に
応
じ
て
、
▽
集

中
介
入
期
▽
移
行
期
▽
生
活
期

の
３
期
に
分
け
て
支
援
を
行
う

点
だ
。
こ
の
振
り
分
け
は
、
詳

細
な
１
次
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
踏

ま
え
た
、
地
域
ケ
ア
会
議
の
中

で
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
で
確
定
す
る
。

　

特
に
集
中
介
入
期
か
ら
移
行

期
に
か
け
て
、
個
々
の
対
象
者

の
状
態
に
き
め
細
や
か
に
合
わ

せ
て
、
予
防
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

通
所
型
事
業
と
訪
問
型
事
業
を

重
点
的
に
実
施
。
状
態
を
改
善

さ
せ
、
徐
々
に
移
行
期
、
さ
ら

に
生
活
期
へ
と
移
し
て
い
く
。

状
態
が
改
善
し
更
新
認
定
を
受
け
ず

支
え
手
に
回
る
人
も
出
現

レ
ポ
ー
ト

　

作
業
療
法
士
・
理
学
療
法
士

な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
職
が
、
通
所
と
訪
問
の
両

方
に
関
与
し
、
連
動
し
て
実
施

す
る
こ
と
で
効
果
を
上
げ
て
い

る
よ
う
だ
。

　
「
予
防
モ
デ
ル
事
業
で
は
生

活
場
面
で
の
支
援
が
メ
イ
ン
に

な
る
た
め
作
業
療
法
士
を
中
心

に
か
か
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
廃
用
症
候
群
に
な
る
と
、

気
持
ち
が
萎
え
て
き
て
身
体
が

動
か
な
く
な
り
、
さ
ら
に
廃
用

が
進
む
と
い
う
悪
循
環
を
繰
り

返
し
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
面
で
の

支
援
も
作
業
療
法
士
が
得
意
と

す
る
と
こ
ろ
。
集
中
介
入
期
で

重
点
的
に
リ
ハ
専
門
職
や
通
所

ス
タ
ッ
フ
、
市
の
保
健
師
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が

連
携
し
て
取
り
組
め
ば
軽
度
の

人
を
廃
用
症
候
群
か
ら
改
善
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

対
象
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か

ら
支
援
計
画
案
の
策
定
ま
で
の

■
奈
良
県
生
駒
市
の
介
護
予
防
強
化
推
進
事
業

生
駒
市
福
祉
部
介
護
保
険
課
予
防
推
進
係
長　

田
中
明
美
さ
ん

　

生
駒
市
は
、
介
護
予
防
強
化
推
進
事
業
（
予
防
モ
デ
ル
事
業
）
を
10
圏
域
中
、
３
圏
域
で
実
施
。

要
支
援
か
ら
改
善
し
、
更
新
認
定
も
受
け
ず
、
逆
に
通
所
型
の
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
す
る
高
齢
者
も
複
数
現
れ
る
な
ど
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

同
市
は
、
来
年
度
か
ら
全
市
的
に
事
業
を
拡
大
し
実
施
す
る
方
針
だ
。

田中さん

対
象
者
の
状
態
に
あ
わ
せ
て

３
期
に
分
け
て
支
援

包
括
職
員
や
市
保
健
師
等
が

詳
細
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
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特集　介護予防の推進と地域包括ケア

流
れ
は
、
次
の
と
お
り
。

　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
の
実
施
で

は
、
厚
労
省
が
示
し
た
「
ア
セ

ス
メ
ン
ト
・
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
総
合
記
録
票
」
に
加
え

て
独
自
の
様
式
も
活
用
す
る
。

１
次
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が

▽
健
康
状
態
▽
Ａ
Ｄ
Ｌ
▽
Ｉ
Ａ

Ｄ
Ｌ
▽
認
知
機
能
▽
外
出
・
社

会
交
流
・
役
割
─
─
な
ど
約
70

項
目
を
確
認
し「
総
合
記
録
票
」

に
記
入
し
、
主
治
医
よ
り
リ
ス

ク
管
理
の
指
示
を
仰
ぐ
。

　

そ
れ
を
踏
ま
え
、
別
に
市
の

保
健
師
と
、
通
所
型
事
業
を
請

け
負
う
市
社
協
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
責
任
者
（
社
会
福

祉
士
・
介
護
福
祉
士
）
が
、
対

象
者
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
や
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
、

痛
み
の
評
価
、
家
族
も
含
め
た

生
活
環
境
、
目
標
設
定
な
ど
を

独
自
に
確
認
。
対
象
者
や
そ
の

自
宅
の
様
子
な
ど
の
写
真
撮
影

も
行
う
。

　
「
た
と
え
ば
ひ
ど
い
円
背
で

Ｏ
脚
の
方
は
、
自
宅
内
で
も
よ

く
転
び
ま
す
が
、
姿
勢
の
矯
正

は
難
し
く
、
背
骨
の
圧
迫
骨
折

の
リ
ス
ク
も
あ
る
。
そ
の
姿
と

自
宅
の
様
子
の
写
真
を
ケ
ー
ス

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
セ
ラ
ピ
ス

ト
に
見
せ
れ
ば
状
況
判
断
が
行

い
や
す
く
な
り
ま
す
」

　

１
次
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
情
報

を
集
約
し
た
上
で
、「
総
合
記

録
票
」
に
基
づ
き
、
包
括
職
員

が
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
総
括
」

を
行
い
、
支
援
計
画
の
原
案
を

作
成
す
る
。

　

他
方
で
市
の
保
健
師
は
、
独

自
に
用
意
し
た
様
式
で
、
対
象

者
の
総
合
的
課
題
と
状
況
等
を

個
人
因
子
と
環
境
因
子
に
分
け

て
整
理
。
そ
し
て
直
近
の
課
題

と
目
標
、「
訪
問
型
事
業
」「
通

所
型
事
業
」「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
な
ど
の
支
援
の
ポ

イ
ン
ト
と
役
割
を
明
確
化
。
１

カ
月
後
、
３
カ
月
後
、
６
カ
月

後
、
12
カ
月
後
の
支
援
の
目
標

も
明
記
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
期
間
を
区
切
っ

て「
何
を
目
標
に
」「
誰
が
」「
何

を
行
う
の
か
」
を
具
体
的
に
明

示
す
る
。

　
「
目
標
」
は
、本
人
か
ら
「
ど

う
い
う
生
活
を
実
現
し
た
い

か
」
を
聞
き
取
り
、
専
門
職
が

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
設
定
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
支
援
計
画
案

な
ど
を
綿
密
に
用
意
し
た
上

で
、
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
に
臨
む
。
そ
の
た
め
「
よ
り

濃
厚
な
会
議
が
行
わ
れ
、
支
援

方
針
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」と
田
中
さ
ん
は
強
調
す
る
。

　

生
駒
市
は
、
昨
年
度
か
ら
の

予
防
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
に
合

わ
せ
て
地
域
ケ
ア
会
議
を
本
格

的
に
導
入
。
予
防
モ
デ
ル
事
業

対
象
者
の
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
も
地
域
ケ
ア
会
議
の
中
で

月
１
回
行
う
。

　

地
域
ケ
ア
会
議
に
は
、
全
市

拡
大
へ
の
準
備
も
含
め
、
六
つ

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

全
職
員
に
出
席
を
求
め
る
。
通

所
型
と
訪
問
型
の
両
事
業
の
リ

ハ
専
門
職
、
管
理
栄
養
士
、
歯

科
衛
生
士
な
ど
も
入
る
。

　

ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

経
て
、ケ
ア
方
針
が
確
定
さ
れ
、

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
。

　

な
お
、Ａ
Ｄ
Ｌ
や
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
、

口
腔
機
能
、栄
養
状
態
な
ど
で
、

よ
り
専
門
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト

図１　予防モデル事業における自立支援の流れ（イメージ）

説明と同意
日常生活調査

初回
・情報収集
・課題整理

モニタリング
・目標到達確認①

②

⑤

⑥

③

④

一次アセスメント

二次
アセスメント

ケースカンファレンス

４つの支援メニュー

１ 通所型事業（委託）

２ 訪問型事業（委託）
４ 通いの場（直営・委託）

３ 生活支援サービス

・ニーズ特定
・目標設定
・ケア方針

・予防サービス終結の判断

固有領域の評価
・残存能力、環境（リハ職）
・口腔（歯科衛生士）
・栄養（管理栄養士）

トータル
マネジメント
（地域包括支
　援センター）

生活期移行期集中介入期

ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

地
域
ケ
ア
会
議
で
開
催



10介護保険情報2013.10

介
護
予
防
運
動
指
導
員
な
ど
が

サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

具
体
的
に
集
団
で
の
パ
ワ
ー

リ
ハ
ビ
リ
や
バ
ラ
ン
ス
訓
練
、

セ
ラ
バ
ン
ド
に
よ
る
訓
練
を
行

う
。
ま
た
個
別
の
状
態
に
合
わ

せ
て
リ
ハ
専
門
職
に
よ
る
歩
行

訓
練
等
も
実
施
し
て
い
る
。

　
「
教
室
の
床
は
フ
ラ
ッ
ト
で

す
が
、
例
え
ば
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
坂
道
は
足
首
の
筋
肉
が
硬
く

な
っ
て
い
る
高
齢
者
に
と
っ
て

転
倒
の
リ
ス
ク
が
高
い
。
リ
ハ

専
門
職
が
一
緒
に
歩
い
て
『
坂

道
の
下
り
で
危
険
が
あ
る
』
な

ど
が
分
か
れ
ば
、
教
室
の
外
の

坂
道
で
歩
行
訓
練
を
個
別
に
行

い
ま
す
し
、
杖
な
ど
の
福
祉
用

具
の
必
要
性
も
確
認
し
ま
す
。

用
具
を
導
入
し
た
場
合
は
自
宅

を
訪
問
し
て
動
作
確
認
も
行
い

ま
す
」

　

必
要
に
応
じ
て
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
口
腔
機
能
の
向
上
や
管

理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
状
態
の

改
善
に
関
す
る
指
導
も
受
け
る
。

●
訪
問
型
事
業

　

②
訪
問
型
事
業
は
、
市
が
直

営
で
実
施
。
対
象
者
の
生
活
場

面
に
お
け
る
Ａ
Ｄ
Ｌ
や
Ｉ
Ａ
Ｄ

Ｌ
、
住
環
境
な
ど
を
評
価
す
る

と
と
も
に
、
生
活
動
作
や
セ
ル

フ
ケ
ア
の
運
動
に
関
す
る
指
導

や
、
住
宅
改
修
な
ど
の
提
案
を

行
う
。
訪
問
は
３
カ
月
間
で
１

～
２
回
の
人
も
い
れ
ば
５
～
６

回
の
人
も
い
る
。

　
「
１
次
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
、

ア
ド
バ
イ
ス
だ
け
で
い
い
か
、

細
か
な
評
価
が
必
要
か
を
見
定

め
ま
す
。
必
要
な
人
は
毎
週
、

訪
問
し
ま
す
」

　

市
の
保
健
師
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
、
リ
ハ
専
門

職
が
担
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ
２
次

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
わ
る
と
と

も
に
次
の
よ
う
に
取
り
組
む
。

　

市
の
保
健
師
は
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
・

Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
拡
大
に
向
け
た
取

組
の
支
援
、
家
族
と
の
対
応
な

ど
を
担
う
。
包
括
職
員
は
、
支

援
計
画
の
進
行
管
理
、
目
標
達

成
へ
の
取
組
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

や
取
組
へ
の
動
機
付
け
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
行
う
。

　

リ
ハ
専
門
職
は
、
住
宅
改
修

や
福
祉
用
具
の
活
用
な
ど
住
環

境
の
整
備
に
関
す
る
提
案
や
、

Ａ
Ｄ
Ｌ
・
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
拡
大
に

向
け
た
動
作
や
生
活
面
で
の
指

導
を
本
人
及
び
家
族
に
行
う
。

た
と
え
ば
居
場
所
づ
く
り
の
場

所
ま
で
の
道
の
り
を
確
認
。
バ

ス
に
乗
る
ま
で
の
動
線
や
休
憩

ポ
イ
ン
ト
、
坂
道
の
歩
き
方
を

み
て
指
導
す
る
。

　
「
外
出
し
て
５
分
歩
く
と
足

に
痛
み
が
出
て
き
た
ら
、
そ
の

近
辺
で
休
憩
で
き
る
場
所
を
探

し
ま
す
。
休
憩
し
て
痛
み
が
治

ま
っ
た
ら
さ
ら
に
５
分
歩
い
て

も
ら
う
。
そ
う
し
た
こ
と
を
繰

り
返
し
て
目
的
地
に
た
ど
り
着

け
る
よ
う
に
し
ま
す
」

●
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

③
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、

新
た
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
。
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
、
掃
除
や
買
物
、
調

理
、
ゴ
ミ
出
し
な
ど
、
不
自
由

が
必
要
な
場
合
は
、
各
事
業
を

通
じ
て
各
専
門
職
が
２
次
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
実
施
。

　

ま
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
支

援
開
始
後
の
１
ク
ー
ル
（
３
カ

月
）
の
間
に
お
い
て
、
１
カ
月

程
度
の
中
間
と
、
終
了
前
の
２

回
実
施
し
、
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
で
目
標
の
達
成
状
況
等

を
評
価
す
る
。
通
所
型
事
業
で

は
筋
力
・
持
久
力
な
ど
も
測
定
。

包
括
で
は
生
活
状
況
の
総
合
的

な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
。

　

こ
う
し
た
評
価
が
累
積
さ
れ

て
、「
脊
柱
管
狭
窄
症
」
や
「
認

知
症
」
な
ど
対
象
者
の
状
態
に

応
じ
た
分
類
も
で
き
て
お
り
、

地
域
ケ
ア
会
議
で
も
対
象
者
の

状
態
像
で
分
け
て
ケ
ー
ス
を
検

討
す
る
た
め
、
効
率
的
に
進
む

と
い
う
。

　

支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
、
①
通
所

型
事
業
②
訪
問
型
事
業
③
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
④
通
い
の
場
─

─
に
大
別
さ
れ
る
。

　

こ
の
う
ち
予
防
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
①
通
所
型
と
②
訪
問
型
に

つ
い
て
、
リ
ハ
専
門
職
が
関
与

し
連
動
し
て
実
施
し
て
い
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
リ
ハ
専
門

職
は
、
近
隣
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
を
介
し
て
紹
介
さ

れ
た
人
達
と
個
別
契
約
し
て
協

力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

各
事
業
の
概
要
は
以
下
の
と

お
り
だ
が
、
①
通
所
型
事
業
と

②
訪
問
型
事
業
に
お
け
る
リ
ハ

専
門
職
の
訪
問
、
④
通
い
の
場

に
お
け
る
新
規
事
業
の
利
用
料

は
１
回
２
０
０
円
と
設
定
さ
れ

て
い
る
。

●
通
所
型
事
業

　

①
通
所
型
事
業
は
、
市
社
協

に
委
託
。
週
２
回
開
催
し
て
お

り
、
１
回
当
た
り
の
時
間
は
２

時
間
か
ら
２
時
間
40
分
。「
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室
」
と
命
名
さ

れ
て
い
る
が
、
運
動
機
能
向
上

だ
け
で
な
く
、口
腔
機
能
向
上
、

栄
養
状
態
の
改
善
な
ど
の
複
合

型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
介
護

職
や
看
護
師
、
リ
ハ
専
門
職
、

通
所
型
と
訪
問
型
を

連
動
し
て
実
施



11 介護保険情報 2013.10

に
な
っ
て
い
る
生
活
行
為
を
対

象
者
本
人
と
一
緒
に
実
施
す
る

よ
う
に
支
援
。
服
薬
確
認
や
安

否
確
認
な
ど
も
行
う
。
実
施
時

間
は
１
回
あ
た
り
60
～
90
分
。

な
お
対
象
者
に
よ
っ
て
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
よ
る
配

食
サ
ー
ビ
ス
も
組
み
入
れ
る
。

こ
ち
ら
の
自
己
負
担
は
１
回

４
０
０
円
だ
。

　
「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、

本
人
が
で
き
る
こ
と
が
増
え
て

く
れ
ば
減
ら
し
て
い
き
ま
す
」

●
通
い
の
場

　

④
通
い
の
場
で
は
、
既
存
の

特集　介護予防の推進と地域包括ケア

体
操
教
室
な
ど
も
含
め
、
複
数

の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
。
こ
の
う

ち
予
防
モ
デ
ル
事
業
に
合
わ
せ

て
新
た
に
「
転
倒
予
防
教
室
」

と
「
ひ
ま
わ
り
の
集
い
」
を
開

催
し
て
い
る
。

　

転
倒
予
防
教
室
は
市
直
営
で

実
施
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

を
得
て
健
康
運
動
指
導
士
と
市

保
健
師
が
行
う
。
内
容
は
、
座

学
と
体
力
づ
く
り
、
家
屋
内
の

環
境
整
備
に
関
す
る
情
報
提
供

な
ど
。

　

参
加
人
数
は
高
齢
者
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
含
め
20
名
程
度
。

開
催
は
３
カ
月
間
に
週
１
回
。

参
加
者
に
は
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
を

促
す
と
と
も
に
、
次
期
ク
ー
ル

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
っ
て
も

ら
う
よ
う
働
き
か
け
る
。

　

対
象
は
、集
中
介
入
期
の「
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室
」
で
状
態
が

改
善
し
た
「
移
行
期
」
の
人
と

し
、
ま
ず
こ
こ
に
通
え
る
よ

う
に
す
る
。「
転
倒
予
防
教
室
」

は
送
迎
が
無
い
の
で
、
集
中
介

入
期
の
訪
問
型
事
業
で
バ
ス
に

乗
る
等
の
練
習
を
し
て
１
人
で

来
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

　

転
倒
予
防
教
室
で
自
信
を
つ

け
た
対
象
者
は
「
生
活
期
」
に

移
り
、
自
主
活
動
に
参
加
し
て

も
ら
う
。
以
下
の
「
ひ
ま
わ
り

の
集
い
」等
へ
の
参
加
の
ほ
か
、

「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室
」「
転
倒

予
防
教
室
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
協
力
し
て
も
ら
う
よ
う

呼
び
掛
け
る
。

　

ひ
ま
わ
り
の
集
い
は
、
運
営

を
生
駒
市
健
康
づ
く
り
推
進
員

連
絡
協
議
会
が
担
い
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
と
も
に

手
作
り
の
食
事
を
提
供
。
参
加

者
は
40
～
45
人
程
度
。
２
カ
所

で
実
施
し
て
い
る
（
約
35
人
参

加
し
週
１
回
開
催
と
、
約
10
人

参
加
し
週
２
回
開
催
）。

　

健
康
づ
く
り
推
進
員
と
は
、

健
康
づ
く
り
等
の
推
進
の
た

め
、
住
民
に
対
し
て
一
定
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
市
の
健
康
課
が

実
施
し
、
修
了
者
に
委
嘱
状
を

出
し
て
い
る
も
の
。
か
つ
て
介

護
予
防
・
地
域
支
え
合
い
事
業

で
進
め
て
い
た
、
高
齢
者
宅
へ

の
訪
問
や
高
齢
者
へ
の
食
事
づ

く
り
・
会
食
な
ど
を
行
っ
て
い

た
住
民
も
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て

い
る
。

　
「
ひ
ま
わ
り
の
集
い
に
は
、

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
男
性

も
結
構
参
加
し
て
い
ま
す
。
夏

場
は
素
麺
し
か
食
べ
な
い
よ
う

な
方
も
こ
こ
で
は
栄
養
バ
ラ
ン

ス
も
考
え
ら
れ
た
温
か
い
食
事

を
召
し
上
が
っ
て
い
ま
す
」

　

通
所
型
・
訪
問
型
事
業
の
対

象
者
は
、
開
始
し
た
平
成
24
年

10
月
か
ら
25
年
６
月
末
ま
で
の

累
計
で
38
名
。
内
訳
は
要
支
援

１
が
19
名
、
同
２
が
８
名
、
要

介
護
１
が
８
名
、同
２
が
３
名
。

　

こ
の
う
ち
終
了
者
は
31
名

で
、
中
断
者
は
７
名
。
な
お
２

次
予
防
事
業
対
象
者
は
９
名
で

全
員
が
終
了
し
た
。

　

現
在
こ
の
事
業
に
参
加
し
て

い
る
の
は
全
部
で
14
名
。
こ
の

う
ち
再
度
の
参
加
者
は
４
名
だ
。

　

予
防
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
、

“
卒
業
”
し
た
人
の
中
に
は
通

所
型
事
業
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
、
支
え
る
側
に

回
っ
て
い
る
人
が
４
名
い
る
。

　
「
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
“
卒
業
”

生駒市介護保険課予防推進係長
田中明美さん

　廃用症候群の高齢の方たちを初期に
集中的にケアし、状態を改善させてか
ら移行期、生活期に移行させ、色々な
地域の活動拠点に参加していただくこ
とが重要です。
　そのことが高齢者のＱＯＬの向上に
つながりますし、結果的に介護給付費
の上昇の抑制にもつながるのではと思
います。それにはそれほど費用はかか
らないのではないかとみています。
　介護保険制度を持続可能なものとす
るためには、介護保険法第４条１項に
ある被保険者の努力義務を果たすこと
も大切ですが、そのことを実践しよう
と考えることができる仕組みと仕掛け
作りが重要です。そのためには介護予
防に取り組みたくなる、行動変容を起
こしたくなるような事業展開を地域の
社会資源を十二分に活用した上で進め
ていくことが重要です。いかに魅力的
で効果的な事業を創出するかがカギと
なるでしょう。

いかに魅力的で
効果のある事業を
創出するかが鍵となる

“
卒
業
”
し
た
人
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
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し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
達
は
、
で

き
な
い
こ
と
が
増
え
て
落
ち
込

ん
で
い
る
新
規
の
参
加
者
達
に

『
大
丈
夫
、僕
た
ち
も
そ
う
だ
っ

た
ん
だ
よ
』
と
声
を
か
け
、
励

ま
し
て
く
れ
ま
す
。
私
た
ち
が

声
を
か
け
る
よ
り
も
参
加
者
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま

す
。
こ
れ
は
互
助
で
し
か
で
き

な
い
こ
と
で
、
互
助
の
推
進
も

市
町
村
の
取
り
組
み
方
次
第
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

な
お
、
７
月
末
時
点
で
認
定

の
更
新
時
期
を
迎
え
た
６
名
の

う
ち
３
名
は
更
新
が
不
要
に

な
っ
た
（
表
）。

　
「
状
態
が
改
善
し
、
あ
る
程

度
身
の
回
り
の
こ
と
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
必
要
性
を
感
じ
な

く
な
り
、
更
新
認
定
を
受
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
何
か
あ

れ
ば
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
と

い
う
安
心
感
が
持
て
た
こ
と

も
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
」

　

表
の
う
ち
、
改
善
し
た
Ｂ
さ

ん
と
、
維
持
の
Ｆ
さ
ん
、
Ｅ
さ
ん

の
詳
細
を
み
て
み
る
。

　

Ｂ
さ
ん
は
84
歳
。
脊
柱
管
狭

窄
症
を
患
い
、
腰
痛
が
あ
り
活

動
が
低
下
。
同
じ
歳
で
、
認
知

症
が
あ
り
要
介
護
１
の
妻
Ｆ
さ

ん
を
介
護
し
て
い
る
。

　

ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の

目
標
設
定
で
は
、
①
趣
味
の
畑

仕
事
を
再
開
で
き
る
よ
う
に
す

る
、
②
Ｆ
さ
ん
へ
の
介
護
方
法

や
関
わ
り
方
を
習
得
す
る
─
─

こ
と
が
上
げ
ら
れ
た
。

　

Ｆ
さ
ん
は
短
い
フ
レ
ー
ズ
で

説
明
す
れ
ば
米
を
研
ぐ
な
ど
の

家
事
も
こ
な
せ
る
の
で
、
Ｂ
さ

ん
に
は
、
そ
う
し
た
関
わ
り
方

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
支

援
。
自
宅
で
の
運
動
や
畑
で
の

動
作
の
指
導
な
ど
も
行
っ
た
。

　

畑
作
業
を
で
き
な
か
っ
た
の

は
、
腰
痛
が
あ
り
、
荒
れ
果
て

た
畑
を
耕
す
等
の
負
担
が
大
き

す
ぎ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
そ
こ
を
乗
り
切
れ
ば

通
常
の
畑
の
手
入
れ
は
可
能
な

の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
も

借
り
、
３
カ
月
後
に
は
畑
を
再

開
。
現
在
で
は
「
畑
サ
ロ
ン
」

へ
の
発
展
を
目
指
し
、
更
新
認

定
も
不
要
に
な
っ
た
。

　

他
方
、
Ｆ
さ
ん
の
ケ
ー
ス
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
の
目
標
設
定

は
次
の
通
り
。

　

①
１
カ
月
で
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

教
室
で
の
新
し
い
参
加
者
に
馴

染
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
、
②
３
カ
月
で
今
で
き
て
い

る
家
事
を
継
続
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
と
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

教
室
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
─
─
を
目
指
し
た
。

　

訪
問
型
事
業
で
は
、
自
宅
で

の
家
事
動
作
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
夫
Ｂ
さ
ん
の
精
神
的
負

担
に
つ
い
て
傾
聴
し
、
妻
へ
の

関
わ
り
に
つ
い
て
助
言
し
た
。

　

Ｆ
さ
ん
は
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

教
室
で
は
、支
援
を
受
け
つ
つ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
マ
シ
ン
を
動
か
す

参
加
者
の
姿
勢
を
注
意
で
き
る

よ
う
に
も
な
っ
た
。

　
「
１
年
前
に
認
知
症
で
要
介

護
認
定
を
受
け
た
が
、
認
定
を

受
け
た
頃
よ
り
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
向
上
し
て

い
ま
す
」

　

Ｅ
さ
ん
は
、
75
歳
の
女
性
で

腰
痛
が
あ
り
活
動
が
低
下
し
、

ほ
ぼ
寝
た
き
り
生
活
。

　

も
と
は
家
事
を
全
部
担
っ
て

い
た
の
で
、
ま
ず
洗
濯
物
を
た

た
む
こ
と
か
ら
開
始
。

　

ま
た
、
神
社
に
毎
日
通
う
こ

と
が
日
課
だ
っ
た
の
で
、
神
社

に
お
参
り
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
、
シ
ル
バ
ー

カ
ー
を
介
護
保
険
で
レ
ン
タ
ル

し
安
全
な
通
路
を
探
し
て
神
社

に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
後
、
バ
ス
で
転
倒
予
防
教
室

に
通
え
る
こ
と
を
目
標
に
し
、

杖
歩
行
で
乗
車
の
練
習
を
し

た
。

　

そ
う
し
て
行
動
範
囲
が
広
く

な
り
、
こ
れ
ま
で
子
に
送
迎
さ

れ
て
い
た
図
書
館
通
い
や
通
院

も
１
人
で
行
け
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
福
祉
用
具
の
レ
ン
タ
ル

を
継
続
す
る
た
め
に
更
新
認
定

を
受
け
た
。

　
「
生
駒
市
は
坂
道
が
多
く
、

一
度
膝
な
ど
を
痛
め
る
と
閉
じ

こ
も
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
福

祉
用
具
の
活
用
が
必
要
な
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
福
祉
用
具
貸

与
の
た
め
に
認
定
を
受
け
る
人

に
地
域
支
援
事
業
で
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
認
定
を
受

け
る
人
も
減
っ
て
い
き
ま
す
」

　

以
上
の
ほ
か
、
今
年
度
か
ら

は
認
知
症
高
齢
者
へ
の
個
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
４
名
が
対
象
だ
。

　

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室
で
マ
シ

ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
40
分
間
は
読
み
書

き
な
ど
の
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

サ
ポ
ー
タ
ー（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

２
名
の
協
力
を
得
て
別
室
で
実

施
し
て
い
る
。

　

従
来
か
ら
生
駒
市
で
は
「
脳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
も

借
り
て
畑
を
再
開

活
動
範
囲
を
徐
々
に
広
げ

１
人
で
通
院
も
可
能
に

認
知
症
高
齢
者
へ
の

個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
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特集　介護予防の推進と地域包括ケア

の
若
返
り
教
室
」
と
い
う
認
知

症
予
防
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
こ
の
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
中
か
ら
認
知
症
の
理
解
が

深
い
方
を
見
定
め
て
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
の
協
力
を
要
請
し

た
。

　

参
加
者
の
一
人
は
要
介
護
２

で
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
の
認
知

症
。
１
カ
月
後
に
は
教
材
の
レ

ベ
ル
が
上
が
り
、
運
動
の
動
作

性
も
向
上
。
会
話
に
も
広
が
り

が
見
ら
れ
て
き
た
。

　
「
脳
ト
レ
以
外
に
も
、
こ
の

参
加
者
が
『
野
鳥
が
好
き
だ
』

と
言
う
の
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー
が

野
鳥
の
図
鑑
を
探
し
て
き
て

く
れ
ま
し
た
。
中
長
期
の
記
憶

は
残
っ
て
お
り
、
図
鑑
を
見
て

野
鳥
の
説
明
を
始
め
た
り
し
ま

し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
教
材
の
レ
ベ
ル
も
上
が

り
、
関
係
者
が
驚
い
て
い
ま

す
。
そ
の
日
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
も
記
憶
を
保
持
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
帰
宅
後
、
家
族
に
話

し
て
い
ま
す
。
い
か
に
そ
の
人

に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く

る
か
が
重
要
な
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
認
知
症
の
人
へ
の
対

応
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
予
防
モ
デ
ル

事
業
を
通
じ
て
開
発
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

事
業
を
通
じ
て
、
ど
ん
な
効

果
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

生
活
行
為
が
拡
大
し
て
Ｑ
Ｏ

Ｌ
が
高
ま
り
「
諦
め
て
い
た
人

生
を
取
り
戻
し
て
い
る
」。
そ

う
し
た
変
化
を
受
け
、
家
族
と

の
関
係
も
良
好
に
な
っ
た
。
ま

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
の
介
護

予
防
に
つ
な
が
る
な
ど
の
効
果

も
み
ら
れ
た
。

　

包
括
職
員
は
地
域
ケ
ア
会
議

に
お
け
る
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
な
ど
を
通
し
て
「
自
立
支

援
」
に
向
け
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

作
成
が
さ
ら
に
充
実
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
通
所
型
事
業
を
委

託
し
て
い
る
社
協
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
も
「
自
立
支
援
」
の
視

点
が
深
ま
る
な
ど
職
員
の
資
質

向
上
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　

来
年
度
は
、
上
記
の
４
種
類

の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
地
域
支
援

事
業
に
位
置
付
け
て
継
続
す
る

と
と
も
に
、
市
全
域
で
展
開
し

て
い
く
考
え
だ
。
新
た
に
参
画

で
き
る
事
業
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
専
門
職
の
拡
充
も
図
る
。

　
「
生
駒
市
で
は
、
集
中
介
入

期
は
送
迎
を
考
え
て
い
ま
す
。

市
を
北
・
中
・
南
の
３
エ
リ
ア

に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
通
所

型
事
業
の
拠
点
を
設
置
で
き
れ

ば
全
市
で
事
業
実
施
が
可
能
で

す
。
各
エ
リ
ア
に
移
行
期
の
転

倒
予
防
教
室
も
設
置
し
、
さ
ら

に
生
活
期
の
拠
点
を
展
開
し
て

い
く
考
え
で
す
」

　

生
駒
市
で
は
、
通
い
の
場
は

既
存
の
も
の
も
活
用
。
地
域
支

援
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
の
再
整
理

は
必
要
だ
が
、
今
回
の
新
た
な

事
業
を
組
み
込
ん
で
も
、
来
年

度
は
地
域
支
援
事
業
の
上
限
の

範
囲
で
賄
え
る
見
通
し
だ
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

教室参加時の
要介護度 更新結果 現在の様子の概要

Ａさん 要支援１ 更新せず（改善）
「パワーアップ教室」を終了後、ボランティアとして教室に参加している。
教室修了者のＯＢ会を立ち上げ、２カ月に１回会合を開いたり、カラオケ
に行ったりしているという。

Ｂさん 要支援１ 更新せず（改善）

昨年10月から１クール参加し、一度終了したが、アルツハイマー型認知症
の妻（Ｆさん）の介護に追われて廃用症候群が生じたため再度、事業に参加。
ボランティアの協力を得て、目標として掲げていた「畑仕事の再開」を実現。
現在は冬の鍋物用の野菜をつくる作業を進めており、「畑サロン」の展開を
目指している。

Ｃさん 要支援２ 更新せず（改善）

訪問した時は低体力で面談中も座り続けることも困難であった。パワーアッ
プ教室に参加（送迎つき）する中で、体力が徐々に回復し、教室終了後は
ボランティアとして参加している。散歩等の運動習慣も身に付き、糖尿病
のコントロールも良好。

Ｄさん 要支援１ 要介護１（悪化）
病状悪化があり、介護保険によるサービス移行も検討したが「介護のプロ
ばかりでは味わえないソフトな部分がこの事業にはある」と本人・家族が
語り、医療の訪問看護と電動ベッドのレンタルを受けながら参加を継続。

Ｅさん 要支援２ 要支援２（維持） パワーアップ教室を終了し、「ひまわりの集い」への参加を継続。福祉用具
（シルバーカー）のレンタルの為、介護認定の更新を行った。

Ｆさん 要介護１ 要介護１（維持）
自宅ではアルツハイマー型認知症の進行で、夫からの声掛けがないとお茶
をわかすことも難しくなっている。「周囲の支援を受けながら、ボランティ
ア活動をする」というプログラムで脳の活性化に取り組んでいる。

表　要介護認定の更新の時期を迎えた６名の結果

「
自
立
支
援
」
に
向
け
た

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
効
果
も

来
年
度
は
全
市
に
展
開

リ
ハ
専
門
学
校
の
協
力
も


